
 理事会報告書                                       

１．概要 

 臨時理事会  

日 時 令和 7年 4月 25日  18:30～19:05 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、山下潤一郎、小無田彰仁、重松康志、浦川純二、志岐浩二、飯野朋彦、 

笹原順哉、坂井孝行、小田慎也 

監事柿田謙三、平野英三、大木田治夫 

書記狩浦圭介 

その他長谷川隆史 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
１）令和 6 年度 事業報告について 

令和 6年度事業報告について、年間事業予定数は 103事業、うち実施事業 99、中止事業 15、追加事
業 11で年間達成率は 96.1%。事業全体として年明けへの集中はなかったが、地域局が集中しやすいた
め注意する。審議の結果、提案通り可決された。 

２）令和 6年度 決算報告について 
   令和 6 年度の決算報告。正味財産計算書について、収入の合計が 30,979,047 円。支出が 28,363,801

円。支出の内訳は事業費が 24,599,787 円。管理費が 3,764,014 円。公益事業比率は 84.6%。繰越期に
なる正味財産期末残高は 6,260,828 円。貸借対照表と財産目録について、前払い 84,000 円は会員スポ
ーツ大会の前払い分。負債の部の 1391 万円は前納性の分で 3 月に入ってきた令和 7 年度分の会費収
入。公益充実資金は特定資産の積立金のこと。新公益法人制度となり、文言を換えていたが、東先生
からまだ換えなくていいとの指導あり。公益充実資金も総会資料では特定資産の方に修正して提出す
る予定。審議の結果、提案通り可決された。 

 ３）令和 6年度 監査報告について 
   学会監査、中間監査、総まとめの監査を 4 月 19 日に行った。事業報告書、支払いの書類等よくまとま

っていた。結果、事業報告、決算報告書は公正に管理運営されている。理事の職務執行は不正行為又
は法令もしくは定款に違反する重大な事実はなく、適正に行われていることを認める。領収書の計算
で税金が間違っていたものが 2 か所あり。領収書を新しくするか、訂正印を押してもらうなど修正が
必要。審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）士会承認研修会及び士会承認症例検討会における承認基準（案）について 
   士会承認研修会、症例検討会承認基準について案を作成。症例検討会について、学会では発表形式だ

が、ハードルが高すぎると発表が出なくなる可能性あり。アブストラクトでよいこととするが、質の
担保のため、各施設に要件の文言について周知する。ホームページに載せる文言を整理する。申請は 2
週間前までで、それまでの申請はメール審議か。開催月5日までの申請は理事会での定例審議が可能。
会員、非会員を分けるため、会員番号を明記する形とする。審議の結果、提案通り可決された。 

その他報告事項 
１）県学会登録状況について 

学会登録状況について、対面が 54 名、オンライン 51 名で合計 105 名。士会運営勉強会で学校の先生
方が登録のポイントを取れていない現状があり、全国的にオンラインで 1 ポイントあたりの研修会の
金額をリスト化しているところもあるとのこと。長崎は安価ということだったが、最近妥当な金額と
なってきている。 

 


